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催
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町
で
は
、来
年
度
か
ら
の「
公
設
民
営
塾
」開
設
に
向
け
て
、「
秋
期
無
料
講
習

会
」を
、若
者
交
流
セ
ン
タ
ー「
奥
流
」（
徳
山
区
）に
て
開
講
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
は
、10
月
15
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
、町
内
在
住
の
中・高
校
生

と
島
田
市
の
川
根
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。91
人
の
生
徒
が

登
録
し
、面
談
で
個
別
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
決
め
た
後
、町
が
委
託
し
た
講
師
３
人

に
よ
る
個
別
対
応
指
導
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
最
先
端
の
映
像
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、塾
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
部
屋
の
隣
に
は
自
習
室
が
設
け
ら
れ
、利
用
し

た
生
徒
が
集
中
し
て
自
習
に
取
り
組
む
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
公
設
民
営
塾
」は
町
が
開
設
し
、来
年
5
月
か
ら
の
本
格
開
講
を
予
定
し
て
い

ま
す
。今
後
、今
回
の
受
講
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、要
望
や
講

師
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、こ
の
地
域
に
合
っ
た
公
設
塾
の
開
設
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
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最近気になっていることの一
つに「移住・定住」がありま

す。私自身も移住者ですし、周りに
も少しずつ増えています。知って
いるだけでも、飲食店、農家民宿、
デザイナー、ヨガ講師、大工など、
様々な職業の人たちが移り住ん
できました。通常、移住には「仕事
と住居」という二大条件が立ちは
だかるのですが、彼らは手に職を
持っていて「仕事」という条件をク
リアしています。

川根本町という地域に何らかの
魅力を感じて、そこで「なりわ

い」を作るというチャレンジ精神あ
ふれる人たちの存在は、私たち住
民に希望と刺激を与えてくれます。

その一方で「仕事さえあれば
帰ってきたい、住んでみた

い」と思う人がいるのも現実。その
人たちの受け皿となる仕事が、こ
の町にどれだけあるでしょうか？　

私たちは今、プロジェクト K と
いう事業に携わっています。

我が町にサテライトオフィスを構
えたゾーホージャパンを中心に、
静岡県、町役場、NPO などのメン
バーが町の未来を見据えて自分た
ちができることを考え、実践して
いくプロジェクトです。

この事業を通じて、ゾーホー
ジャパンの地域貢献への姿

勢、本気度を痛感。それだけこの町
に可能性を感じてくれているので
す。私たちもその想いを真摯に受
け止めなければ！

会議室で話し合うだけでなく、
各自がミッションを遂行す

べく行動するのがプロジェクト K
です。「人口減少を食い止める」と
いう大きなミッションがあります

が、私たちにできるのは目の前の
小さなことから。

というわけで、空き家情報の収
集や移住者向けの情報発信

をコツコツとやっています。今はた
だのお節介ですが、ゆくゆくはこ
れを事業にしたいと思っています。

一軒の空き家が新しい住民を
呼び、地域に活力が生まれる

ことだってあり得ます。私自身が
そうであったように「よく来たね」
と温かく迎え入れてくれる地域で
あれば、なおさらです。　　　

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネット
ワーク事務局を担当。平成 28年４月から一般社団
法人エコティかわねの事務局長として、エコツーリ
ズムを核としたさまざまなまちづくり事業を展開。

千頭西・寺馬区の生涯学習で「川根茶
染め」を行いました。素敵な色に染まり、
皆さんご満悦！

「
出
張
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

ｉ
ｎ
川
根
本
町
」
を
開
催
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10
月
14
日・21
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
役
場
本
庁
に
て

「
出
張
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
ｉｎ
川
根
本
町
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
お
よ
び
島
田
市
川
根
町
在
住
の
20

代
か
ら
70
代
ま
で
、延
べ
29
名
が
参
加
し
、地

域
に
お
け
る
つ
な
が
り
づ
く
り
や
、課
題
と

魅
力
の
洗
い
出
し
、地
域
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
実
現
す
る
た
め
の
実
施
計
画
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

講
師
は
、N
P
O
法
人「
コ
ラ
ボ
り
ん
湖

西
」代
表
理
事
の
神
谷
尚
代
氏
と
、N
P
O

「
サ
プ
ラ
イ
ズ
」代
表
理
事
の
飯
倉
清
太
氏

の
両
氏
が
務
め
ま
し
た
。お
二
人
は
、実
際
に

県
西
部
地
区
お
よ
び
東
部
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
、そ
の
お
話
は
と
て
も
力
強
く
説
得

力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
講
義
の
中
に
活
動
に

使
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」「
元
気
を
も
ら
っ
た
」な
ど

充
実
し
た
声
の一方
で
、「
も
っ
と
多
く
の
若

い
人
た
ち
に
も
、参
加
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
」と
いっ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
作
ら
れ
た
実
施
計
画
が
、

実
際
の
地
域
づ
く
り
活
動
と
し
て
実
現
さ
れ
、

町
の
魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
期
待
し

ま
す
。

総
務
課
・
自
治
防
災
室　
（
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）２
２
２
０

消
防
団
員
対
象
の「
地
震
対
策
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

　
町
消
防
団
は
、
９
月
か
ら
11
月
ま
で

の
３
カ
月
間
、
町
内
各
地
に
て
地
震
対

策
研
修
会（
実
技
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　
４
回
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会

に
は
、
全
分
団
か
ら
約
２
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
団
員
ら
は
、
島
田
消
防
署
川
根
北
出

張
所
の
消
防
士
か
ら
、
救
助
活
動
の
手

順
や
資
機
材
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　
倒
壊
家
屋
か
ら
住
民
を
捜
索
し
救
助

す
る
訓
練
で
は
、
余
震
や
二
次
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
監
視
役
を
設
定
す
る
こ
と

や
救
助
者
の
物
音
を
聞
き
逃
さ
な
い
よ

う
に
捜
索
中
に「
サ
イ
レ
ン
ト
タ
イ
ム
」

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、
実
践
的
な
手

順
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
や
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
の
適
切
な
操
作

方
法
や
、
竹
ざ
お
と
毛
布
を
使
っ
た
即

席
の
担
架
の
作
り
方
と
搬
送
方
法
な
ど

も
学
び
ま
し
た
。

　
諸
田
環
団
長
は
、
研
修
を
振
り
返
り

「
地
域
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
む
団

員
の
姿
に
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213


